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東亜天文二三観測部月報

流星課の報告　（Report，　Meteor　Section）（39）

　　　　　　　　　　　課長　小畔孝二郎　（r〈・K・1nakり

　昨年八月分の観測については，獅子座流星雨の諸準備其他で忙しく，未だ充分な整理

が出金なかった・例年の如く八月は観測者の鍛が多く』 C随って擬測流星歎も甚だ多藪で

あった・北米の長田氏からも報皆があり，光彩を添へる事が畠來た・下に新観測者四

氏を紹介する・

　　　　　　大分縣速見郡杵築町上町323　　　　　　渡　邊　恒　夫

　　　　　　大阪府豊能郡池田町室町9　　　笹部榮一
　　　　　　大阪府豊能郡池田町元新町　　　　　　輻　井　實信

　　　　　　長野縣上諏訪町大手町　　　　　　　　　濱　　喜代治

　近畿班に二人，本州中部瑳に一人，九州班に一人を増して槻測綱は更に密となった．

同氏等の健圃を希望する次第である．

　　　　　流星群の出現擬況　（Notes　on　ApParitions　of　Mcteor　Swarms）

　1．Nルセウス流星群　（Great　Perseid　Shower）

　下保，濱，八幡，長的，古畑，森下，片山，吉井の諸氏及び筆者によって極大日時

を中心とした籔日劇の観測が行はれた．其の結果によれば本年度の出現状態は例年の

ものよりむしろ盛んではなかったかと思はれる・13日早曉古畑氏の10分毎に籔へたる

流星を表示すると

　時間（Time　Int．）　流星藪（Meteors）　　　時間（Time　Int・）　流星藪（Meteors）

　2h　33m－2h　43m　21　1　3h　03m－3h　13m　12
　2　　43　H　2　5，0，　7　i　3一　13　一　3　23　9．

　2　53　一3　03　9　1　3　23　一3　3，3　8
これによっても，可成り豊富な出現であった事がうかy一ひ得られる．極大は11日一13

日の間にあった事は確かであるが，12貝の襯測が妖けてるる爲め充分なる事はわから

ない・
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　2．其の他の流星群　（Other　Swarms）

　窪田氏は1日夜山羊座Ct星附近（α；303・。5，δ＝一11。）に輻射鮎を有する流星群を観測

された・1時間に約10個といふ割合から見て可成り盛んのものであった様である・

　下保氏は25日夜ベガソス座に一流星群を見出された・光度は3等乃至4等，速度中位，

色は赤乃至自色のものであった・輻射鮎の位置は赤径334度，赤緯北16度である・翌

26日も観測を行はれたが，この群に塾するものは見られなかった・

観測者及び観測数　（Summary　for　August・Ig32）
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備考1・芸微光流星の槻測を含む

　　2・（　）内の数は時間外観測鐵である・

　　3・此の表以外に旛井實信島田儀三郎の諸氏及山本會長より火球の報告があ

　　　　つた．

L観測の概略　（Daily　Summmary　of　Obsevations）
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備考　×印は同一一・“の流星であることは確かである・出現黙及び方向の観測に於て親臨

　　　の精度低き爲詳細を知る事が難かし〉・，然し諸黙を綜合するに出現黙は高知縣

　　　四万十川下流の上空UOKm内外の鮎であり，流星は北西に飛行し，愛媛縣佐田

　　岬牛島の根部川之石町附近の上空アOKmの黙で清滅した様である・地面に回す

　　る傾斜は30三度らしく樫路の實長ea　70　Kip内外のものであらう・

　　t÷印は同一の流星らしいがSd（島田氏）の襯測の精度低き爲め推定出來なかつ

　　　た，

　　　　　　　　　黄道光課報告（1932年1明）

　　　　　　　　　　　　課長　　荒木健　兇

　今月は實rcすばらしtt・成績を踏めた・黄道光課はじまって以來の痛侠事である・嶢

東天の黄道光は，まだ頂黒占が銀河の附近1こあるが，明るさはどしどし増して來る・9

月下旬塁潜で富国された宵西天の黄道光は，今月は内地でも立滋に観測が行はれてる

る．一方，絶好の機會の封日照は断然Mユin　Mas．　tに日章旗をかかげた感がある・

　古参の堂々たる概測者の上に，薪しく数人の熱心な槻測者が活躍してみる・盛槻叉

盛襯！！

1，　観測者（ABC順）及び摩損唖島津

観測創囎
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2，黄道光槻測日一萱（籔字の下に短線を加へてるるのは西天の観測）
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　3，一日の東天の黄道光

　廣瀬，下保爾君が殆んど同時刻にスケッチされた・観測番號はそれぞれ，24及び119

であり，爾君共に日嗣の自信を持って居られるだけあって，獅子座の西部に頑張る光

輝強）・金星あるにもかかはらず，驚くべき立派な成績を上げられた・即ち，その形，

明るさ，明瞭の程度に心地よき一致を認め，殊にその中心線の位置の完全な一致であ

る．前例のない見事：さ！！この頃黄道光は幅大いに響く，40。といふ値である．明るさ

は9月末よりやや強い・（花山急報第11號第12呈虎）

　4，5日及び6日の同時観測

　5日には佐野君と私との間に偶然の同時襯測が成った・佐野君の方ではもはや薄明

中のものではあるが，雨者に面白v・多くの一致を登見する・非常に長く，頂鮎は銀河

に入ってわからな）・・中心線の位置の一致は1日の結果に劣らな）・・佐野君は東の地

一線が美しく色づく5時に至るまでまだ認められたと報告されてるる・6日には時刻に

やや隔りがあり，黄道光が少し不明瞭のため，充分の成績は上げられなかった，この

日太陽は活動を弱めてみる・（花山急報第11號）

　5，　山田君の清長の観測

　7日4時6分にスケッチを絡へ，10分から40分までの消長をグラフにして示された，こ

の曉シiイング悪にかかはらず，明るい黄道光であった・この同じ日廣瀬君は清長認

め難しと報告されてるる．

　6，塁濁の槻測
　9日3時20分，非常に明るv・黄道光は淡v・光帯となって西天に延びてみる・攣化も盛

に見られてるるが，少し時刻が早すぎたのが淺念である・

　7，美しい細》’光帯

　廣瀬君は11日には黄樫122。のあたりから，13日には127。のあたりから，黄道光の二

黒占からハツキリと匿別して，幅約5。の光特を正しく黄道上に，双子星座の銀河までス

ケッチを取られた．但し，12日には，空よく，同様の明るい黄道光にもかかはらず，

光帯はとられてるない
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　8，佐野君の異常光箒の観型

　黄道光の左右に，斜上に向って，幅5。乃至10。の淡）・光帯を，一本或は二本，多い

時には三本までもスケッチに加へられ，てるる．例へば，13日の曉4時には，六星のあ

るあたりから上部で，北に一本，南に二本見られてるる．何による光か，少しもわから

ない・他の鏡眼の槻測者を待つ．ここに一つ注意したいことは，下保君の光度計によ

る測定に於r，黄道光の頂黒占より上部の空よ蓼も，底部に近く黄道光の外形より外の

部分の空が，少しではあるが明るいことがあD，この異常光箒の存在を物語ってみる

やうにもあることである・（花山急報第14號）

　9，中心線の位置の移動の槻測

　黄道光の二黒占の伸縮と共に見られる現象で，佐野君は11目曉，13日嶢，22日宵，28

日曉に見られた．あまりいちじるしい攣動ではない，太陽活動との關係も容易に見出．

し得ない．

　10，　下保君の光度計による襯測

　黄道光の中心部分，最外部，黄道光以外の近v・空，銀河，北極の明るさを数字であ

らはして居られる・これによって，黄道光の浩長及び攣動が確實に襯測されてるる・

極めて淡いBandも三見される．（花由急報第12號）

　］1，東天薄明の槻測

　下保君の試みである・薄明の形は日によってかなり相違があり，不規則な形を示す

ことがある・黄道に最も高くあらはれることは勿論であるが，一般にこめ頃は黄道よ

り北が早い・これは地卒線の傾きによるためであらう，賓の薄明の1観測は曉よりも困

難であらうが，まだ試みられてみない・

　］2，西天の黄道光

　曉の黄道光が比較的早・く弱くなり，その代り宵の黄道光が少し明るすぎるやうであ

る．これは一つの重要な事實で，外國の襯測結果が待たれる．熱心と鋭眼で有名な佐

野君の御観測では，例年の通り，非常に高く，離角の値も120。を超してみる・頂鮎は

むしろ南に偏してみる．沓掛，渡邊爾君のものは，輕験淺いためまだ不充分である・

　13，黄道光の色につ）・て

　絵程むつかしい問題で，まとめにくいのに困る・多少の生観は入っても，注意する

ことにしてみる・空氣の状態に大）・に關係．してみるらしい　下保君は11．旧はやや濁

った感じのある乳白色，7日は透明なつめたい感じのある青白色，8日は澄んだ冷い白

色，13日は暖）・乳白色と山門され，田端君は9日に光澤ある青白色と見られた・更に，

私は5Hにおちついた感じの白色としてみる・（花山急報第12號，］3號，15號）

　14，黄道光の色の攣化

　山田君は9日に黄白色→青白色，佐野君は27日に同じく黄白色→青白色，11日には

攣動と共に，青色→白色と記錐されてるる・これ等は眼の疲勢によるのか，シ1イン

グの二化によるのかわからない・（黄道光課通信第18號，花山急報第12號）
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　15，27日の黄道光の形の攣化

　佐野君の襯測によると，4時30分頃には黄道光は放射状のバンドの集りの如く，下部

よりも上部の方が明るく，逆立した徳利の如き形状に見えた由である・

　16，黄道光帯の消失

　27日の下保君の観測では，3時30分には淡）・Bandがあった．が，40分1（は消失し，

4時20分めスヶツチにも加へられてるない．

1ア，光度計9．一xつて書力純き等光墾

　下保君は30日の4時10分にスケッチをとられて後，26分に於て光度35・0なる瓢を連

績して，黄道光の中央部に一本の等光線を求められた．この等光線は4時10分の時の

スケッチの線より，少しではあるが，北に偏してみる・非常に面白い試みである・

　18，　月による黄道光の観測

　窪田君が17日と］9日，佐野君が19日，v・つれも月出時をとらへられた・17日はまだ

薄明中である・月は満月後，形は小さく，頂黙の北偏がある・佐野君はそのすぐ土に

野日照のスケッチを加へられてるる・（花山急報第14號）

　IS，醤日照の観測H一萱（藪字の下に線を引V・てあるのは夜牛後の観測）
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　20，　総動員で働いて，殆んど一夜ものがしてみない・14日が満月で，その後は月

出前の時刻が用ひられた・月末は新月で自由であった・13日の佐野君の観測は月光の

中でボンヤリ認めたといふ程度にすぎない・同時観測的結果は多い・

　21，　1日のi財日照の状況

　楕園三三は卵形のままで月をこしたが，比較的明るい出現である・バンドもわっか

ではあるが見られてるる・和歌山縣の小棋流星課長からも確實に見られたといふ御報

告があった・（黄道光課逓信第18號，花由急報第12號）

　22，上旬の封日照の形の攣牝

　一時圓くなるやうであったが，大膿楕甲形に近く，細長V・時もあった・光帯は多く

束に見られた・西方は観測に容易であるのに却って見られない・山本博士は5日及び6
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日の夜牛花lk天文塁で観測された．（花山急報第11號，12號）

　23，光馨の南偏
　4日の淺野君及び私，5日の坂元君，佐野君辱金森君及び私，6日の坂元君及び金森

君のものに明らかにみとめられてるる・

　24，　明るさの中心鮎の東偏

　甚だしきは5度に達す・黄緯の方に結しては，その籔値は小さいが，いつれかとい

へば南偏と考へられる．

　25，下旬の封日照の形

　次第に細長くなり，卵形とも楕圓形ともいへない・26日頃から盆々細長い形になり，

月末には紡錘形になった・〉・ちじるし）・攣化である・中心黒占はやはり束偏の傾向があ

る。（花山急報第14號，’15號）

　26，光度計による明るさの測定

　下保君’の試みである，i封日照の巾心，比較銀河，北極の三者の明るさを，攣光星の

観測における比例法に準じて，数値により定められてみる。

　27，橋本君の油化の襯測

　30日21時20分，急激に増光及び旗大，東西に8andを張り，南北に突起を出す，22

分30秒，減光・24分，東雁に淡）・Bandを残して原形に復蹄と報ぜられた・

　28，佐野君の異常光帯

黄道光の盛合の如く，31日の細口照の中央あたりから，北に…偶南に二個の短〉・

三脚がみとめられてるる・西方のは薯通の光帯である・

　29，窪田君の封日照的怪光

　25，26，27，30の4日，宥早く，魚，ペガソス，水瓶のあたりに，i封日照に似た，直

樫15。乃至300で，東西に長い不規則な楕圓杉の怪光をスケッチされた・黄道よりも全

く北に在り，明るさの中心の位置もみとめられてるる．封艮照と反封で，宥の頃だけ

見え，夜が更けると殆んど見られない．二化もみとめられることがある．25日．には西

につづく淡）・光帯状のものまでとられてるる・（花山急報第17號）

　　　　　　　　　　　　　　　　米國Md・州New　Market町教医にて
　　　　　　　　　　　　　　　　1932年12ノヨ5日

親愛なる山本一清敏授殿

　（前略）貴下等の黄道光課員の中で，特に二月中から三月の春分の後までにわたiJ

i封日照の．御研究を御願ひしたいと思ひます．希・望條項は

　（1）　日暮れ後，封日照が始めて見えるのは何時か？　夕刻の黄道光の出硯と同時

　　　か？　否？　此れは重大問題で1正確な槻察を要す．

　（2）夜牛以前に，．形状の攣化が認められるか？　即ち，吾人は，幾らか横側から之

　　　れを観てみるか？　勿論，夜牛には，子午線上に眞正薗から見てみるのだが・

　貴下の同勢者中には必ず此等の研究に立派な貢献をして下さること芝信じます・皆

様に御挨拶を申します・1933年中の御成功用からんことを望みます・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XV．　E．　Glanville．
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　　太陽課より
　　幹事代理（亀井）

〇十二月分の観測を御報告

いたします・

○此の報告は從來は到着順

に原稿紙に記入してみたの

ですが，今後は槻測者の地

理的分布に從って左表の如

くに改めます・

〇＋一月分水谷氏報告・原

稿締切後落掌しました．

○華年のための此月の寓眞

観測は，撮影籔35枚，撮影

Hew19　H，欠測1日，悪天氣

欠測1ユ日でありました．

O次に課員名簿を載せます

全員を同時に揚載したいと

思ひましたが，編輯の都合

上止む髪得ずと）・ふ次第で

す・なほ名簿は，氏名，槻

測地，機械，口径，倍傘，

二七方法，その他，の順序

になってゐます・

　　×　　　X　　　X

　　課員名簿（1）

下保　茂
札幌市一心町3の9
　屈折鏡　　58粍　　44倍

　面硯
千葉武志
　岩手縣水澤緯度襯測所

水谷秀三郎

東京市本郷匠駒込榊明町
　屈折鏡　　38粍　　50倍
　直黒

笹川重雄
埼玉縣本庄町
　反射鏡　150粍　　50倍
　撮影

沓掛七二
　長野縣小下郡青米村
　屈折鏡　　102粍　　　75で音

　　直親
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、中村急報「二月一覧
第；ユ8號（1952年12月12日）ブルクス彗星19321推算表，プアーユ彗i星　1932m

　　　　　　　　　　　　推算表，lf’デス彗星193）・推算表，練る）・小遊星．

第　 19　號　（12月26H）

第20號（12月27日）

第　21　號　（19≡S5年1刀3日）

第　22　＋J）iUi　（1月4日）

ドドエル彗星の饗見

ドドエル彗星について訂正，其の他，注意．

ゲデス彗星19329二見さる，ドドエル彗星193211につ

いて

ヰンネケ彗星の推算位置，冥三E星の推算位tE，小遊

星ゴスタの推算位置

　　　　　　　　　　　　彗星だよ　り

　昨1932年末に近い］2，fl　21日コペンノ・1ゲン電報により濠州アデレイド天文嚢の

Dodwell氏が水瓶座に一一xe星を登山したことが報ぜられ，取り敢へず，花山で早旦す

ろと共に，中村急報によって逗報したが，其の後rc入手した所では此の星は12月15日

に南アフリカのケープ市のフオブスForbes氏が既に襲見し，同18日からケ1プ天丈

蘂iで襯測されてるることが解った．


